
材
料
、
鉱
物
性
材
料
、
和
紙
、
顔
料
、
畳
材
料
の
需
給

状
況
が
調
査
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
資
材
、
特
に
檜
皮
に
関
し
て
広
く
世
間
の

耳
目
を
集
め
た
の
が
、
平
成
十
年
の
台
風
七
号
に
よ
る

文
化
財
の
被
害
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
奈
良
の
室
生
寺

の
五
重
塔
が
倒
木
に
よ
っ
て
被
災
し
、
そ
の
痛
々
し
い

姿
が
全
国
の
注
目
を
集
め
た
と
き
、
檜
皮
の
不
足
で
復

旧
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
、
大
き
な
社
会

的
関
心
を
呼
ん
だ
。
実
際
、
こ
の
頃
か
ら
多
く
の
修
理

現
場
で
檜
皮
の
確
保
が
困
難
と
な
る
等
、
檜
皮
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
﹁
文
化
財
を
支
え
る
用
具
・
原
材

料
の
確
保
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
﹂
を
設
置

し
、
平
成
十
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
修
理
に
か
か
る

用
具
原
材
料
の
悉
皆
的
な
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
対
象
は
、
石
材
、
木
材
、
檜
皮
、
稲
藁
、
壁
土
、

顔
料
・
膠
、
漆
、
茅
、
ペ
ン
キ
の
九
分
野
に
及
び
、
そ

れ
ぞ
れ
調
査
員
を
委
嘱
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
、
木
材
に
関
し
て
は
大
径
材

の
不
足
が
み
ら
れ
、
樹
種
と
し
て
は
マ
ツ
の
不
足
が
顕

在
化
し
た
。
屋
根
葺
の
材
料
と
し
て
は
、
や
は
り
檜
皮

の
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
本
来
は
身
近

に
得
ら
れ
る
葺
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
茅
に
つ
い

て
も
、
遠
隔
地
か
ら
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
ケ

ー
ス
も
生
じ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

な
修
理
が
必
要
で
あ
り
、
修
理
用
の
資
材
と
技
術
を
継

承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
建
造
物
の
場
合
、
修
理
に
あ
た
っ
て
繕
っ
た

り
、
取
り
替
え
る
部
材
に
つ
い
て
は
、
当
初
と
同
じ
材

種
、
品
質
の
資
材
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
市
場
で
の
入
手
が
困
難
な
長
大
径
材

や
、
特
殊
な
資
材
が
必
要
な
場
合
、
こ
れ
ら
の
資
材
の

入
手
が
修
理
の
適
否
を
決
定
付
け
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
檜ひ

わ
だ皮
、
杮こ
け
ら

、
茅
と
い
っ
た
植
物
性
の
屋
根
葺
材

の
場
合
、
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
の
周
期
で
定
期
的
な
葺

替
工
事
を
行
う
こ
と
か
ら
、
毎
年
一
定
量
の
資
材
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
用
資
材
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
は
文
化
財
に
限
ら
ず
一
般
の
建
設
工
事
に

お
い
て
も
使
用
さ
れ
、
十
分
な
規
模
の
市
場
が
成
立
し

て
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
建
設
現
場
の
状

況
が
か
わ
り
、
文
化
財
用
の
資
材
は
次
第
に
一
般
に
は

用
い
ら
れ
な
い
特
殊
な
材
料
と
な
っ
て
き
た
。
や
が

て
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
修
理
用
資
材
の
確
保

は
、
文
化
財
の
維
持
に
と
っ
て
致
命
的
な
問
題
と
な
り

か
ね
な
い
と
の
危
機
意
識
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
文
化
庁
と
し
て
初
め
て
建
造

物
関
係
の
資
材
や
用
具
の
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、﹁
文
化
財
修
理
用
資
材
需
給
等
実
態
調
査
﹂
で
あ

る
。
昭
和
五
十
年
か
ら
平
成
元
年
に
か
け
て
、
植
物
性

は
じ
め
に

　

平
成
十
八
年
度
に
﹁
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
シ
ス
テ

ム
推
進
事
業
﹂︵
以
下
﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
と
い
う
。︶
が
開

始
さ
れ
、
一
〇
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
文
化
財
建

造
物
に
関
し
、
良
質
な
修
理
用
資
材
の
確
保
に
向
け
て

設
定
し
た
資
材
供
給
林
で
あ
る
﹁
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
﹂︵
以
下
﹁
ふ
る
森
﹂
と
い
う
。︶
は
、
全
国
三
二
府
県

六
八
地
区
ま
で
広
が
り
を
み
せ
た
。
文
化
財
修
理
の
現

場
公
開
や
、
資
材
採
取
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
五
一
の
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

近
年
で
は
、
文
化
庁
と
林
野
庁
が
国
産
漆
の
確
保
に
向

け
て
連
携
を
図
る
等
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
と
そ
の

資
材
確
保
を
軸
に
、
地
域
活
性
化
の
役
割
も
期
待
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
文
化
庁
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
文
化
財
建
造
物
の
修
理
用
資
材
の
確
保
に
向
け
て

の
施
策
を
振
り
返
り
、
今
後
の
﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
の
展

望
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
修
理
用
資
材
に
関
す
る
課
題
と
実
態
調
査

　

我
が
国
の
有
形
文
化
財
の
ほ
と
ん
ど
は
木
、
紙
、
漆

等
の
脆
弱
な
材
質
、
構
造
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
大
部
分
は
、
繰
り
返
し
修
理
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
き
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て

文
化
財
を
保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
定
期
的

8
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│



供
給
が
図
れ
る
資
材
供
給
林
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

た
。三

　
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
五
年
に
わ
た
る
﹁
構
想
事
業
﹂
の
成
果
を
踏
ま

え
、
資
材
供
給
林
で
あ
る
﹁
ふ
る
森
﹂
の
設
定
、
普
及

啓
発
活
動
支
援
、
資
材
採
取
等
研
修
の
実
施
に
よ
る

﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
﹁
ふ
る
森
﹂
と
は
、
文
化
財
の
修
理
に
優
先
的
に
資

材
を
供
給
す
る
資
材
供
給
林
で
あ
る
こ
と
が
第
一
だ

が
、
資
材
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
の
拠
点
と
な
る
森

で
あ
り
、
新
た
な
文
化
財
保
護
の
対
象
と
す
る
こ
と
が

も
く
ろ
ま
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
度
の
初
年
か
ら
、
岩
手
県
の
二
戸
市
の

域
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
資
材
採
取
等
研
修
事
業
と
し
て
は
、
檜
皮

の
採
取
技
能
者
の
育
成
を
目
的
に
、
檜
皮
葺
の
分
野
で

選
定
保
存
技
術
保
存
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
る
﹁
公
益

社
団
法
人
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
﹂︵
以

下
﹁
社
寺
屋
根
﹂
と
い
う
。︶
に
委
託
し
、
檜
皮
採
取
の

研
修
事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
檜
皮
採
取
研
修
に
つ
い
て
は
、
若
干
詳
し
く
説

明
し
て
お
き
た
い
。

　

当
時
、
檜
皮
不
足
の
問
題
は
、
大
き
く
分
け
て
採
取

技
能
者
の
減
少
、
高
齢
化
と
、
採
取
可
能
な
ヒ
ノ
キ
林

の
減
少
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
従
来
、
檜
皮

の
採
取
は
、
採
取
技
能
者
︵
原
皮
師
と
い
う
。︶
と
山
林

所
有
者
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、
山
林
の
管
理
と
半
ば

一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
森
林
経
営

形
態
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
的
な
関
係
は

維
持
が
困
難
と
な
り
、
檜
皮
採
取
時
期
の
前
に
伐
採
さ

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
例
も
増
え
た
。
さ
ら
に
、
山
林

所
有
者
の
な
か
に
檜
皮
の
採
取
を
避
け
る
傾
向
が
出
て

き
た
こ
と
も
状
況
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。
採
取
技
能

者
は
、も
は
や
絶
滅
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
従
来
、
檜
皮
を
採
取
す
る
技
能
者
と
、

檜
皮
を
葺
く
技
能
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
職
能
と
し
て
分

業
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
研
修
で
は
、
屋
根

葺
施
工
業
者
が
自
ら
檜
皮
採
技
能
者
を
育
成
す
る
試
み

を
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、
屋
根
葺
技
能
者
が
自
分
た
ち

の
葺
材
の
確
保
に
向
け
、
檜
皮
採
取
と
い
う
伝
統
技
術

の
継
承
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

檜
皮
採
取
林
も
、
国
有
林
や
社
寺
境
内
林
等
、
従
前

の
檜
皮
採
取
技
能
者
と
は
別
の
山
林
を
新
た
に
開
拓

し
、﹁
社
寺
屋
根
﹂
の
会
員
が
管
理
で
き
、
安
定
的
な

二
　「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
構
想
事
業
」
始
動

　

修
理
用
資
材
の
確
保
に
向
け
、
本
格
的
な
対
策
を
講

じ
る
た
め
に
開
始
さ
れ
た
の
が
﹁
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
構
想
事
業
﹂︵
以
下
﹁
構
想
事
業
﹂
と
い
う
。︶
で
あ

る
。
資
材
供
給
林
選
定
調
査
、
研
修
及
び
普
及
啓
発
施

設
整
備
、
資
材
採
取
等
研
修
を
三
つ
の
柱
と
し
、
平
成

十
三
年
か
ら
十
七
年
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
資
材
供
給
林
選
定
調
査
は
﹁
財
団
法
人
文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
﹂︵
当
時
︶
に
調
査
を
委
託

し
、
平
成
十
三
年
の
ヒ
ノ
キ
及
び
檜
皮
を
皮
切
り
に
、

檜
皮
や
長
大
径
材
の
生
産
、
流
通
実
態
の
調
査
、
さ
ら

に
ア
カ
マ
ツ
、
ケ
ヤ
キ
、
あ
る
い
は
ク
ス
ノ
キ
、
ク
リ

等
の
広
葉
樹
、
及
び
茅
の
需
給
調
査
に
五
か
年
を
か
け

た
。

　

毎
年
文
化
財
修
理
に
使
用
さ
れ
る
資
材
の
需
要
量

と
、
供
給
地
の
生
産
状
況
を
実
査
し
、
必
要
な
資
材
の

一
〇
分
の
一
程
度
を
文
化
庁
が
設
定
す
る
資
材
供
給

林
、
す
な
わ
ち
﹁
ふ
る
森
﹂
か
ら
供
給
す
る
と
い
う
目

標
を
立
て
た
。
ま
た
、
資
材
供
給
林
と
し
て
設
定
す
る

際
の
要
件
も
併
せ
て
検
討
し
、
供
給
林
の
候
補
リ
ス
ト

も
整
え
た
。

　

次
に
、
研
修
及
び
普
及
啓
発
施
設
整
備
は
、
資
材
採

取
に
係
る
研
修
と
普
及
啓
発
の
拠
点
施
設
︵
通
称
﹁
ふ

る
さ
と
文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
﹂︶
と
し
て
計
画
さ
れ
、
平

成
十
四
年
の
京
都
市
︵
京
都
府
︶
の
﹁
京
都
市
文
化
財

建
造
物
保
存
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
﹂
を
は
じ
め
、
下
郷

町
︵
福
島
県
︶、
金
沢
市
︵
石
川
県
︶、
小
浜
市
︵
福
井

県
︶、
河
内
長
野
市
︵
大
阪
府
︶、
山
南
町
︵
兵
庫
県
︶
の

全
国
六
か
所
で
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
は

近
隣
で
設
定
さ
れ
た
﹁
ふ
る
森
﹂
と
一
体
と
な
り
、
地
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で
に
設
定
さ
れ
た
六
二
地
区
の
う
ち
、
二
五
地
区
か
ら

文
化
財
修
理
現
場
へ
の
供
給
実
績
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
設
定
さ
れ
た
森
に
は
、
説
明
板
を
設
置
す
る

ほ
か
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
管
理
業
務
に
か
か

る
経
費
に
つ
い
て
も
支
援
で
き
る
制
度
を
整
え
た
。
茅

場
の
除
草
や
山
焼
き
、
山
林
の
通
路
整
備
や
間
伐
等
へ

の
支
援
を
毎
年
六
件
程
度
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、設
定
さ
れ
た
森
の
実
態
を
み
て
い
こ
う
。

　

設
定
地
に
つ
い
て
は
檜
皮
が
二
三
地
区
と
突
出
し
て

い
る
。
新
た
に
設
定
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
林
に
つ
い
て
は
、

﹁
社
寺
屋
根
﹂
が
行
う
檜
皮
採
取
研
修
等
で
利
用
し
て

も
ら
い
、
今
後
の
継
続
的
な
檜
皮
採
取
の
道
筋
を
つ
け

　

こ
の
設
定
要
件
に
か
な
う
候
補
地
を
、
都
道
府
県
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
情
報
照
会
し
、﹁
ふ
る
森
事
業
﹂

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
専
門
委
員
会
の
助
言
に
基
づ

き
、
地
域
、
材
料
、
所
有
︵
管
理
︶
形
態
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
考
慮
し
な
が
ら
設
定
し
て
い
る
。

　

設
定
さ
れ
た
森
は
、
毎
年
管
理
台
帳
を
更
新
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
最
新
の
管
理
計
画
を
は
じ
め
、
鳥
獣
害

や
病
虫
害
に
よ
る
被
害
、﹁
ふ
る
森
﹂
を
主
体
と
し
た

各
種
活
動
の
実
績
、
さ
ら
に
採
取
し
た
資
材
の
修
理
現

場
へ
の
供
給
状
況
等
の
情
報
を
更
新
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
過
去
の
実
績
を
含
め
、
平
成
二
十
七
年
度
ま

漆
、
同
県
滝
沢
村
の
ア
カ
マ
ツ
、
福
島
県
下
郷
町
の

茅
、
福
井
県
小
浜
市
や
岡
山
県
吉
備
中
央
町
の
檜
皮

等
、
計
八
地
区
に
つ
い
て
設
定
し
た
。
そ
の
後
も
着
実

に
設
定
を
重
ね
、
現
在
の
六
八
地
区
の
設
定
に
至
る
。

　

設
定
の
手
順
は
以
下
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
材
種
別
に
設
定
の
要
件
を
策

定
し
た
。
例
え
ば
檜
皮
の
場
合
、
胸
高
の
直
径
が
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
檜
が
数
百
本
単
位
で
存
在

し
、
短
期
の
皆
伐
計
画
が
な
く
、
檜
皮
の
採
取
に
制
限

が
な
い
こ
と
、
設
定
地
の
面
積
や
出
荷
数
量
、
時
期
に

つ
い
て
情
報
提
供
が
で
き
る
こ
と
、等
が
要
件
で
あ
る
。
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種別 名称 所在地
1 漆 浄法寺漆林 岩手県二戸市
2 木材 アカマツ 岩手大学滝沢演習林 岩手県岩手郡滝沢村
3 木材 スギ・ヒバ 岩手大学御明神演習林 岩手県岩手郡雫石町
4 木材 クリ 二戸市金田一川地区クリ林 岩手県二戸市
5 茅 ススキ 千貫石茅場 岩手県胆沢郡金ケ崎町
6 茅 ススキ 遠野茅場 岩手県遠野市
7 茅 ススキ 上品山茅場 宮城県石巻市
8 漆 山形市村木沢漆林 山形県山形市
9 漆 長井市草岡漆林 山形県長井市
10 漆 西川町漆林 山形県西村山郡西川町
11 木材 スギ 山形大学上名川演習林 山形県鶴岡市
12 茅 ススキ 大内宿茅場 福島県南会津郡下郷町
13 木材 キリ 三島町キリ林 福島県大沼郡三島町
14 茅 ススキ 高エネルギー加速器研究機構茅場 茨城県つくば市
15 木材 スギ・ヒノキ 德川の森スギ・ヒノキ林（天竜院地区） 茨城県常陸太田市
16 苧殻 鹿沼野州麻畑 栃木県鹿沼市
17 木材 サワラ 東京大学秩父演習林 埼玉県秩父市
18 木材 スギ・ヒノキ 秦野市諸戸林業スギ・ヒノキ林 神奈川県秦野市
19 茅 カリヤス 五箇山上平茅場 富山県南砺市
20 茅 カリヤス 五箇山相倉茅場 富山県南砺市
21 茅 カリヤス 金沢湯涌茅場 石川県金沢市
22 檜皮 羽賀寺境内林 福井県小浜市
23 檜皮 明通寺境内林 福井県小浜市
24 檜皮 大瀧神社境内林 福井県越前市
25 茅 ススキ なかなた茅場 福井県小浜市
26 檜皮 おおい町福谷地区ヒノキ林 福井県大飯郡おおい町
27 檜皮 雲峰寺境内林 山梨県甲州市
28 檜皮 浅間神社摂社山宮神社境内林 山梨県笛吹市
29 茅 カリヤス 牧の入茅場 長野県北安曇郡小谷村
30 檜皮 日竜峰寺境内林 岐阜県関市
31 木材 クスノキ 東京大学樹芸研究所クスノキ林 静岡県賀茂郡南伊豆町
32 茅 ススキ 朝霧高原茅場 静岡県富士宮市
33 木材 スギ・ヒノキ 新城市昭典木材スギ・ヒノキ林 愛知県新城市
34 檜皮 賀茂神社境内林 愛知県豊橋市
35 木材 ヒノキ 紀北町速水林業ヒノキ林（井出地区） 三重県北牟婁郡紀北町
36 木材 ヒノキ 紀北町速水林業ヒノキ林（大田賀平尾地区） 三重県北牟婁郡紀北町
37 木材 ヒノキ 吉田本家山林部ヒノキ林 三重県多気郡大台町
38 木材 スギ・ヒノキ 亀山市諸戸林業スギ・ヒノキ林 三重県亀山市
39 茅 ヨシ 西の湖近江八幡葭生産組合葭地 滋賀県近江八幡市
40 茅 ヨシ 西の湖佐々木土地葭地 滋賀県近江八幡市
41 檜皮 瓦屋禅寺境内林 滋賀県東近江市
42 漆 夜久野丹波漆林 京都府福知山市
43 檜皮 観心寺境内林 大阪府河内長野市
44 檜皮 金剛寺境内林 大阪府河内長野市
45 檜皮 意賀美神社境内林 大阪府泉佐野市
46 茅 ススキ 岩湧山茅場 大阪府河内長野市
47 檜皮 千石谷のスギ・ヒノキ林 大阪府河内長野市
48 木材 スギ・ヒノキ 川上村有スギ・ヒノキ林（下多古地区） 奈良県吉野郡川上村
49 檜皮 金剛峯寺寺有林 和歌山県伊都郡高野町
50 木材 スギ 智頭町有スギ林 鳥取県八頭郡智頭町
51 茅 ススキ 日名倉山茅場 兵庫県佐用郡佐用町、岡山県美作市
52 檜皮 吉川八幡宮境内林 岡山県加賀郡吉備中央町
53 檜皮 八幡神社境内林 岡山県加賀郡吉備中央町
54 檜皮 大和神社境内林 岡山県加賀郡吉備中央町
55 木材 スギ・ヒノキ 岡山県有スギ・ヒノキ林（御大典記念林） 岡山県津山市
56 檜皮 西上山林組合ヒノキ林 岡山県津山市
57 い草 備後熊野い草圃 広島県福山市
58 檜皮 京都大学徳山試験地 山口県周南市
59 檜皮 岩国市倉谷市有林（錦帯橋備蓄林） 山口県岩国市
60 檜皮 中津峰山ヒノキ林（中津家山林） 徳島県徳島市
61 木材 アカマツ 大川原アカマツ林（四宮家山林） 徳島県名東郡佐那河内村
62 茅 ススキ 京柱峠茅場 徳島県三好市
63 檜皮 西予市明石寺ヒノキ林 愛媛県西予市
64 檜皮 九州大学福岡演習林ヒノキ林 福岡県糟屋郡久山町
65 木材 クスノキ 九州大学福岡演習林クスノキ林 福岡県糟屋郡久山町
66 木材 スギ・ヒノキ 鍋島林業スギ・ヒノキ林 長崎県雲仙市
67 い草 八代地域い草圃 熊本県八代市
68 い草 国東地域七島い圃 大分県国東市

ふるさと文化財の森一覧

材種別の設定数（平成 28年 9月現在）
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を
補
足
材
と
し
て
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
伝
統
的
な

土
壁
、
砂
壁
の
材
料
で
あ
る
土
や
色
砂
、
ま
た
、
瓦
を

焼
く
た
め
の
粘
土
も
枯
渇
し
つ
つ
あ
り
将
来
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
鉱
物
性
の
材
料
に
つ
い
て
も
、
供

給
地
を
保
護
し
、
修
理
現
場
に
確
実
に
供
給
さ
れ
る
仕

組
み
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
理
想
を
い
え
ば
、
修
理
用
資
材
の
確
保
の
問

題
は
、
修
理
技
術
の
継
承
と
同
等
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
来
は
、
選
定
保
存
技
術
の
よ
う
に
文
化
財
保

護
法
の
体
系
の
中
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
律

に
よ
っ
て
保
護
す
べ
き
材
種
、
供
給
林
の
特
定
が
で
き

れ
ば
、
供
給
林
の
管
理
に
一
定
の
規
制
や
情
報
提
供
を

義
務
付
け
る
か
わ
り
に
、
資
材
採
取
技
能
者
の
養
成

や
、
施
業
管
理
等
に
つ
い
て
の
支
援
が
担
保
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
そ
の
も
の
を

通
じ
た
普
及
啓
発
、
あ
る
い
は
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
幸
い
近
年
で
は
、
文
化

財
の
活
用
や
、
自
然
環
境
の
保
全
へ
の
興
味
の
広
が
り

に
伴
い
、﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
と
も
親
和
性
が
高
い
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
よ
る
活
動
が
多
様
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
の
幅
広
い
分
野
の
人
々
の
参
加
を
促
す
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
の
活
動
と
積
極
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
を
通
じ
、
文
化
財
保
護
に

対
す
る
理
解
や
、
自
然
環
境
の
保
全
、
そ
し
て
資
材
採

取
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

︵
文
化
庁
参
事
官︵
建
造
物
担
当
︶文
化
財
調
査
官
・
田
中
禎
彦
︶

能
と
な
っ
た
。
ま
た
先
述
の
と
お
り
、﹁
ふ
る
森
﹂
に

設
定
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
林
を
中
心
に
供
給
地
も
確
実
に
増

加
し
、
檜
皮
自
体
の
供
給
も
安
定
化
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
檜
皮
採
取
技
能
者
が
養
成
さ
れ
、
新

た
な
檜
皮
採
取
林
も
確
保
さ
れ
、
檜
皮
葺
の
建
造
物
の

修
理
に
お
い
て
、
一
定
の
品
質
の
檜
皮
供
給
が
安
定
的

に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
﹁
構
想

事
業
﹂
か
ら
続
く
﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
最
大
の
成
果
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

お
わ
り
に
─
文
化
財
建
造
物
の
資
材
の
未
来
─

　
﹁
ふ
る
森
﹂
の
設
定
地
は
増
加
し
、
檜
皮
の
安
定
的

な
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
等
、
事
業
の
成
果
は

着
実
に
あ
が
っ
て
い
る
が
、
課
題
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
ず
は
、﹁
ふ
る
森
﹂
か
ら
、
必
ず
し
も
修
理
の
現

場
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

本
来
は
、
不
足
し
て
い
る
資
材
の
供
給
情
報
を
修
理

現
場
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
資
材
の
安
定
確
保
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
は
、
茅
や
檜
皮

等
を
毎
年
確
実
に
修
理
現
場
に
供
給
し
て
い
る
数
件
の

森
を
の
ぞ
き
、
積
極
的
な
資
材
の
供
給
は
図
ら
れ
て
い

な
い
。
市
場
原
理
に
介
入
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
規
格
外
の
資
材
で
あ
る
長
大
径
材
や
、

檜
皮
や
サ
ワ
ラ
、
さ
ら
に
民
家
に
使
わ
れ
る
広
葉
樹
林

等
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

﹁
ふ
る
森
事
業
﹂
の
サ
イ
ト
に
採
取
や
供
給
の
時
期
や

量
等
の
情
報
を
公
開
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
修
理
用
資
材
で
入
手
が
困
難
な
も
の
は
植
物

性
の
材
料
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
石
材
は
、
各
地
の

石
切
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
中
、
類
似
す
る
他
の
産
地
の
石

て
い
る
。
社
寺
境
内
林
等
、
す
で
に
﹁
社
寺
屋
根
﹂
の

会
員
に
よ
っ
て
採
取
実
績
の
あ
る
ヒ
ノ
キ
林
を
改
め
て

設
定
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

　

木
材
に
つ
い
て
は
二
二
地
区
あ
る
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
一
三
地
区
と
多
く
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ス
ノ
キ
が
そ
れ

ぞ
れ
二
地
区
、
苧
穀
や
七
島
い
、
ク
リ
、
サ
ワ
ラ
、
キ

リ
は
一
地
区
の
設
定
が
あ
る
。
今
後
は
マ
ツ
等
入
手
が

困
難
な
材
種
や
、
竹
等
未
設
定
の
資
材
に
つ
い
て
も
設

定
候
補
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
。

　

茅
は
現
在
一
六
地
区
の
設
定
が
あ
る
が
、
地
域
に
偏

り
が
あ
り
、
東
北
と
中
部
で
設
定
地
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
る
。
一
方
、
中
国
、
四
国
、
九
州
に
設
定
地
が

な
く
、
実
際
、
九
州
の
茅
葺
の
現
場
に
富
士
山
麓
の
御

殿
場
か
ら
茅
が
運
ば
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
等
、
近
隣

地
域
か
ら
の
供
給
を
前
提
と
し
た
茅
葺
の
シ
ス
テ
ム
が

成
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
設
定
地

の
な
い
地
域
に
茅
場
の
設
定
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　

次
に
、
普
及
啓
発
活
動
支
援
は
、
修
理
に
必
要
な
資

材
や
、
資
材
に
携
わ
る
技
能
者
に
関
す
る
普
及
啓
発
活

動
や
、
実
際
の
保
存
修
理
現
場
の
公
開
等
を
通
じ
、
文

化
財
修
理
用
資
材
に
関
す
る
広
範
な
理
解
を
得
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
原
材
料
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
、
採
取
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
保
存
修
理
現

場
の
公
開
等
、
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

最
後
に
、
檜
皮
の
採
取
研
修
は
、﹁
構
想
事
業
﹂
か

ら
引
き
続
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
に
よ
り
、﹁
社
寺
屋
根
﹂
に
会
員
登
録
さ

れ
た
檜
皮
採
取
技
能
者
は
三
〇
名
ほ
ど
を
数
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
な
か
に
は
屋
根
葺
と
兼
務
す
る
技
能
者
が

育
成
さ
れ
る
等
、
会
員
各
社
で
採
取
技
能
者
を
抱
え
、

自
社
で
必
要
な
檜
皮
を
確
保
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
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